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を目指して
一般会計　過去最大規模　147億円

町に入るお金 町が使うお金

１万円未満は切り捨ててあります。

※1万円未満は切り捨ててあるため合計額は一致しません。

※
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会　　計
一 般 会 計
国 民 健 康 保 険 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
介 護 保 険 事 業
下 水 道 事 業
土 地 取 得 事 業
水 道 事 業
合 計

28年度
147億円

40億 5,300 万円
6億 6,300 万円
25億 6,600 万円
9億 4,000 万円

52万円
12億 6,909 万円
241億 9,161 万円

27年度
136億 6,000 万円
40億   300 万円
6億 3,400 万円
25億 3,400 万円
9億 3,600 万円

51万円
8億 7,520 万円

226億 4,272 万円

前年度比
7.6%増
1.2%増
4.5%増
1.2%増
0.4%増
1.9%増
45.0%増
6.8%増
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住民満足度の向上
～住んで良かった・住み続けたい～

役場前庭に設置したニコニコ塔
　～元気で明るいまちを目指すイメージデザイン～
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金 額

1億5,788万円

5,674万円

6,000万円

1億4,478万円

5,500万円

7,600万円

1,285万円

5,037万円

1,225万円

1,000万円

5,500万円

主な事業

日本一のがん検診受診率を目指
して、検診の自己負担を軽減

高照度型防犯灯のLED化を進
め、32年度までに町内全域の
LED化を推進

旧温水プール跡地周辺に整備す
る官民連携複合施設内に、こど
も関連施設を整備

待機児童を減少させるため、町
内の社会福祉法人が実施する民
間保育所整備の補助

幅広い世代が一緒に憩い触れ合
えるよう、旧保健センター跡地
に展望テラスなどを整備

英語教育のサポート体制の充実
をはかるため、1人増員し、小学校
に１人と各中学校に1人ずつ配置

三世代が町内に同居するための
住宅購入費や改修費を補助

町民が気軽に憩い楽しむことが
できる身近な広場を整備

高齢者（75歳以上）の外出支援
のため、タクシー、バスの利用料
を助成

待機児童を減少させるため、北
幼稚園を認定こども園に改修

ICTの活用で、魅力ある授業づ
くりを推進

各種がん検診の無料
化

防犯灯の全灯 LED
化の推進

民間保育所整備の補
助

北幼稚園の認定こど
も園化

福祉会館の周辺整備

電子黒板の整備

英語指導助手の増員

定住人口の増加

中土狩第二広場の整
備

こども交流センター
（仮称）の整備

高齢者へのタクシー、
バス利用助成

New
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役場庁舎屋上防水工事災害用マンホールトイレ設置工事
（北中学校）
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災害用マンホールトイレのイメージ図

防災センター（仮称）建設予定地
（役場西側駐車場）

～総務民生委員会～
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新年度予算は、各常任委員会に付託され、慎重に審議しました。
主な質疑の内容を紹介します。
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企業立地推進事業
（大峰遺跡発掘調査）

駿河平自然公園駐車場改修工事 道路改良工事
（桃沢野外活動センター付近）
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代
世

～建設文教委員会～

計
会
別
特
◆
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疑
質
　

す
施
実
で
校
学
中
小

。
は
容
内
る

長
課
成
育
も
ど
こ

　

の
記
左

。
り
お
と

円
万
４
９
７
千
８
億
１

業
事
ト
ン
メ

北幼稚園改修工事駅前広場改修工事校舎内改修工事（長泉小）

修
改
の
舎
校

疑
質
　

に
化
園
も
ど
こ
定
認

。
は
員
定
、
い
伴

長
課
成
育
も
ど
こ

　

の
記
左

。
り
お
と

円
万
０
０
５
千
５

園
も
ど
こ
定
認

６
疑
質
　

料
資
書
図
の
館
書
図

。
は
合
割
の
料
資
覚
聴
視
、
と

長
課
習
学
涯
生

　

料
資
書
図

覚
聴
視
、
円
万
０
５
９
約
が

約
が
料
資

聴
視
、
で
円
万

程
％
５
、
は
合
割
の
料
資
覚

。
る
あ
で
度

円
万
６
２
２
千
１

費
業
事
理
管
料
資

入
購
の
料
資
書
図

疑
質
　

納
の
材
食
食
給
校
学

。
は
定
選
の
者
業
事
入

　
を
請
申
の
ら
か
者
業
事
入
納

者
業
事
録
登
、
し
査
審
け
受

品
鮮
生
。
る
い
て
し
定
決
を

め
た
つ
保
を
度
鮮
、
は
ど
な

し
慮
考
を
ど
な
間
時
送
配
の

よ
に
者
業
事
録
登
内
町
、
て

。
る
い
て
し
と
本
基
を
入
納
る

２
億

円
万
費
入
購
資
物
食
給

料
材
食
給

ど
こ
定
認
の
園
稚
幼
北

業
事
修
改
化
園
も

疑
質
　

容
内
備
整
な
的
体
具

。
は

長
課
成
育
も
ど
こ

　

式
動
移

室
教
各
、
か
ほ
の
板
黒
子
電

設
も
板
黒
子
電
の
式
定
固
に

小
南
、
台
７
小
長
。
る
す
置

小
北
、
台
６

中
長
、
台の

台
７
中
北
、
台

計

を
台。

る
あ
で
定
予
る
す
置
設

千
５

円
万

備
整
の
境
環
習
学

学
た
し
用
活
を
Ｔ
Ｃ
Ｉ

備
整
境
環
習

456

疑
質
　

容
内
備
整
な
的
体
具

。
は

長
課
成
育
も
ど
こ

　

、
は
設
施

員
定
、
て
建
屋
平

度
程
人

具
。
る
い
て
え
考
を
模
規
の

後
今
、
は
容
内
備
整
な
的
体

で
中
の
務
業
計
設
る
す
施
実

。
る
す
討
検

円
万
０
０
３

会
童
児
後
課
放

設
会
童
児
後
課
放
小
長

務
業
計

４

疑
質
　

訳
内
の
費
負
請
事
工

。
は

長
課
習
学
涯
生

　

、
事
工
修
改
備
設
気
電
台
舞
ル

・
水
揚、
事
工
修
改
場
広
前
駅

工
替
取
プ
ン
ポ
栓
火
消
内
屋

。
る
あ
で
事

円
万
千
８ 修

改
み
ず
い

費
備
整
設
施 疑

質
　

設
新
の
所
育
保
間
民

る
す
接
隣
に
設
施
存
既
、
は

か
の

。

、
積
面
の
設
施
、
た
ま。

は
員
定

長
課
成
育
も
ど
こ

　

で
内
町

福
会
社
る
す
営
運
を
所
育
保

す
設
新
に
東
南
み
ず
い
が
な

施
、
た
ま
。
る
あ
で
定
予
る

は
設

積
面
床
延
、
て
建
屋
平

員
定
。
㎡
６
５
９
は

は

人

。
る
あ
で

円
万
８
７
４
千
４
億
１

５

設
新
の
所
育
保
間
民

金
助
補
備
整
設
施

保育園部分 幼稚園部分 計
（単位：人）

0歳児
1歳児
2歳児
3歳児
4歳児
5歳児
計

3
8
20
20
20
20
91

3
8
20
60
62
62
215

40
42
42
124

長泉小

南　小

屋内消火栓改修、
内装改修ほか
屋内消火栓改修、
内装改修ほか

北　小   トイレ改修ほか

長泉中   トイレ改修ほか
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額
減
の
費
水
熱
光

減
円
万
０
５
２

計
会
般
一

疑
質

。
は
容
内
業
事
　

長
課
政
財
画
企

と
市
野
裾

　

生
創
方
地
る
す
施
実
で
同
共

い
し
優
に
て
育
子
、
で
業
事

地
、
て
け
向
に
現
実
の
ち
ま

す
援
応
を
て
育
子
で
体
全
域

。
む
組
り
取
に
り
く
づ
会
社
る

疑
質

。
は
由
理
の
額
減
　

長
課
災
防
域
地

自
の
区
６

　

た
い
て
し
定
予
が
会
災
防
主

仮
、
ト
ン
テ
、
プ
ン
ポ
搬
可

整
材
機
資
の
ど
な
レ
イ
ト
設

や
め
や
り
取
の
備

、

の
区

容
内
備
整
の
で
会
災
防
主
自

。
の
も
る
よ
に
ど
な
更
変
の

疑
質

水
熱
光
の
舎
庁
場
役
　

模
規
定
特
、
が
由
理
額
減
費

る
よ
に
札
入
の
者
業
事
気
電

る
す
対
に
約
契
、
が
だ
の
も

。
は
応
対
ク
ス
リ

長
課
政
財
画
企

模
規
定
特

　

間
期
約
契
の
と
者
業
事
気
電

を
ク
ス
リ
の
給
供
定
安
や
動

い
て
し
と
間
年
２
、
し
慮
考

供
定
安
、
は
定
選
者
業
。
る

指
を
手
大
界
業
な
能
可
が
給

東
、
は
合
場
の
一
万
、
し
名

り
切
に
給
供
る
よ
に
力
電
京

。
る
い
て
し
と
と
こ
る
え
替

疑
質

。
は
因
要
の
額
増
　

長
課
進
増
康
健

　

か
度
年

度
年
初
の
療
治
妊
不
定
特
ら

回
３
ら
か
回
２
を
数
回
請
申

回
１
を
額
成
助
、
に

円
万

ら
か

な
る
す
額
増
に
円
万

た
し
充
拡
を
容
内
成
助
、
ど

。
る
あ
で
因
要
な
主
が
と
こ

疑
質

金
附
寄
た
れ
入
け
受
　

の
と
る
て
立
み
積
に
金
基
を

と
的
目
の
金
基
、
が
だ
と
こ

。
は
高
残

長
課
興
振
業
産

良
改
地
土

　

保
の
源
資
域
地
の
ど
な
設
施

域
地
村
農
る
よ
に
用
活
、
全

住
域
地
る
か
は
を
化
性
活
の

に
業
事
る
す
援
支
を
動
活
民

め
た
る
て
充
に
費
経
る
す
要

。
金
基
の

込
見
の
末
度
年

千
７
万
８
０
８
、
は
高
残
み

。
る
あ
で
円
６
４
７

疑
質

の
額
減
の
費
水
熱
光
　

。
は
容
内

が
金
料
気
電

ス
ガ
、
円
万

。
る
あ
で
円
万
０
２
１
が
金
料

疑
質

渠
管
・
費
業
事
独
単
　

容
内
の
額
減
の
費
事
工
設
布

。
は

長
課
道
水
下
上

県
、
に
主

　

あ
に
量
業
事
の
業
事
路
道
の

あ
で
の
も
た
し
額
減
て
せ
わ

。
る

疑
質

変
の
為
行
担
負
務
債
　

。
は
由
理
う
行
を
更

長
課
道
水
下
上

　

の
度
年

プ
、
い
伴
に
了
満
間
期
託
委

生
が
額
差
、
い
行
を
定
選
者

為
行
担
負
務
債
、
め
た
た
じ

。
る
す
更
変
を
額
度
限

計
会
般
一

る
す
て
育
子
で
な
ん
み

業
事
進
推
ち
ま
　
　
　

増
円
万
０
８
３

計
会
般
一

の
材
機
資
災
防

助
補
備
整
　
　
　

減
円
万
０
５
１

計
会
般
一

金
成
助
費
療
治
妊
不

増
円
万
０
５
１

計
会
般
一

費
理
管
　
　
　
　
　
　

減
円
万
０
８
１

計
会
業
事
道
水

金
料
道
水

託
委
務
業
等
収
徴
　

減
円
万
０
５
８
億
１

）
為
行
担
負
務
債
（

計
会
般
一

金
基
土
と
水
と
さ
る
ふ

増
円
万
０
０
２

計
会
別
特
業
事
道
水
下

費
備
整
渠
管
独
単

減
円
万
０
５
９
千
２

ん
か

 

水道料金の徴収事務などを行う
上下水道サービスセンター（役場本館1階）

3月17日に開催された
「みんなで子育てするまちシンポジウム」

27年度補正予算27年度補正予算
会　計

一般会計
国民健康保険事業
介護保険事業
水道事業（支出）
下水道事業
土地取得事業

9,264万円増
221万円減
117万円増

1億4,145万円減
1,550万円減
21万円増

補正額

補正予算の、主な委員会質疑の内容を紹介します。

※1万円未満は切り捨ててあります。
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疑
質

違
務
義
秘
守
の
員
委
　

。
は
断
判
の
無
有
の
反

長
課
政
行

さ
ら
漏
を
報
情

　

な
察
警
る
よ
に
者
事
当
た
れ

報
情
の
町
、
や
え
訴
の
へ
ど

認
確
が
実
事
た
れ
さ
ら
漏
が

訴
の
ら
か
町
の
合
場
た
き
で

裁
は
に
的
終
最
、
け
受
を
え

有
の
反
違
務
義
秘
守
が
所
判

。
る
す
断
判
を
無

疑
質

因
要
の
正
改
額
度
限
　

。
か
何
は

長
課
険
保
祉
福

度
限
は
国

　

、
を
合
割
の
帯
世
過
超
額

.上
き
引
で
ま
く
づ
近
に
％
５

、
り
あ
で
針
方
る
げ

度
年

改
の
続
連
年
２
き
続
き
引
に

。
る
あ
で
正

件
３
定
制
例
条
の
他
の
そ

件
８
正
改
部
一

この条例の内容は

査
審
服
不
政
行
「
　

、
れ
さ
正
改
が
」
法

第
や
度
制
員
理
審

諮
の
へ
関
機
者
三

入
導
が
き
続
手
問

た
新
、
め
た
る
れ
さ

不
政
行
町
泉
長
「
に

置
設
を
」
会
査
審
服

。
る
す

この条例の内容は

険
保
康
健
民
国

　

答
の
会
議
協
営
運

と
こ
た
け
受
を
申

、
額
税
課
礎
基
、
ら
か

援
支
者
齢
高
期
後

護
介
、
額
税
課
等
金

の
額
税
課
金
付
納

上
き
引
を
額
度
限

。
の
も
る
げ

反
に
転
移
外
町
の
場
葬
火

　

替
て
建
の
へ
地
在
現
、
し
対

。
を
え

明
説
容
内
の
ら
か
者
願
請
・

疑
質
と

　

疑
質
の
へ
局
当
・

書
告
報
査
調
備
整
場
葬
火

　

地
在
現
、
し
認
確
を
い
扱
の

の
容
内
な
的
法
の
え
替
て
建

書
見
意

市
野
裾
・
市
島
三
・
町
泉
長

消
東
南
山
士
富
、
で
同
合
と

力
防
消
、
し
置
設
を
合
組
防

。
す
ま
り
か
は
を
化
強
の

山
士
富
、
ら
か
会
議
町
泉
長

出
選
を
員
議
合
組
防
消
東
南

。
た
し
ま
し

組
防
消
東
南
山
士
富

足
発
の
合

願

　
　請

備
整
場
葬
火
町
泉
長

願
請
る
す
関
に

容
内
願
請

議
審
会
員
委

服
不
政
行
町
泉
長

例
条
会
査
審

険
保
康
健
民
国
町
泉
長

正
改
を
部
一
の
例
条
税

例
条
る
す

疑
質

者
職
退
の
で
ま
れ
こ
　

反
違
、
た
ま
。
か
の
た
い
て

。
は
則
罰
の
合
場
た
し

長
課
政
行

退
は
で
ま
れ
こ

　

は
制
規
の
け
か
き
働
の
者
職

お
て
れ
ら
め
定
に
法
員
務
公

ま
、
役
懲
の
下
以
年
１
、
り

は
た

と
金
罰
の
下
以
円
万

この条例の内容は
　
「

員
務
公
方
地

法
」

、
れ
さ
正
改
が

後
職
離
が
職
長
部

上
務
職
は
間
年
２

よ
る
す
を
為
行
の

な
し
は
た
ま
、
に
う

や
求
要
に
う
よ
い

を
と
こ
る
す
頼
依

ど
な
と
こ
る
じ
禁

。
の
も
る
め
定
を

職
退
の
員
職
町
泉
長

例
条
る
す
関
に
理
管

。
た
し
ま
し
議
審
に
重
慎
を
正
改
部
一
、
定
制
の
例
条
の
く
多
、
は
で
会
例
定
月
３

。
す
ま
し
介
紹
を
疑
質
会
員
委
な
主
、
ら
か
中
の
こ

正
改
部
一
・
定
制
の
例
条

択

　採

　不

決
可
で
致
一
会
全

新しくなった消防署旗 土屋　誠　議員 柏木　豊　議員

議
参
、
長
議
院
議
衆

　

大
理
総
閣
内
、
長
議
院

土
国
、
臣
大
務
総
、
臣

特
府
閣
内
、
臣
大
通
交

出
提
に
臣
大
当
担
命

強
の
策
対
災
防
山
火
活

書
見
意
る
め
求
を
化

議会ながいずみ　2016.5.1号9



ズバリ!ズバリ!

政
町

を
問
う

藤村　郁人 議員
１．火葬場共同整備方針の町民説明会の開催を
２．下水道事業の現状と展開は

小永井　康一 議員
１．火葬場世論認識と移転根拠の確認を

溝口　伊佐雄 議員
１．池田柊線の進捗状況を伺う
２．幹線道路開通後の北部地区開発計画は
３．黄瀬川右岸の公共下水道の早期着工を
４．低所得者世帯の子弟教育支援策は
５．施政方針

杉森　賢二 議員
１．子育て教育の充実を
２．町の広報イメージ戦略は

大沼　正明 議員
１．同報無線や緊急メールなどの利活用を伺う
２．町内の緊急輸送路に標識の設置を
３．１月に実施したフードバンクふじのくにの
　　フードドライブの結果を伺う

宮口　嘉隆 議員
１．火葬場、町民の理解は得られたか
２．地方創生を活かしたまちづくりは

下山　哲夫 議員
１．少子高齢化時代でも地域の前進を
２．一級河川桃沢川の護岸活用を

四方　義男 議員
１．オール長泉でのまちづくりを

♦８人が一般質問♦

一般質問とは…議員が町長な
どの執行機関に対して、事務
の執行状況や将来に対する方
針など諸問題を、報告や説明
を求めたり質問することをい
います。
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一般質問　町政を問う

町の示した共同整備案
（広報ながいずみ27.12.１号掲載）

藤村　郁人 議員

A

い
た
ち
持
を
場
る
え
伝
を
報
情
な
確
正

Q

を
催
開
の
会
明
説
の
針
方
備
整
同
共
場
葬
火

況
状
用
利
、
は
数
炉
る
す
備

時
備
整
ら
が
な
見
を
移
推
の

。
く
い
て
し
定
決
を
期問　

同
共
と
市
野
裾
ば
え
例

長
が
基
４
、
合
場
た
し
備
整

の
る
れ
ら
て
当
り
割
に
町
泉

。
か

長
部
境
環
市
都

た
し
備
整

　

融
で
同
共
と
市
野
裾
、
は
炉

。
る
な
に問　

れ
ど
は
え
替
て
建
地
現

。
か
の
た
し
討
検
い
ら
く

長
町

和
昭

　

、
し
築
建
に
年

施
現
た
し
築
増
に
年
元
成
平

法
準
基
築
建
、
時
当
、
が
設第

許
の
き
書
し
だ
た
の
条

が
と
こ
い
な
い
て
け
受
を
可

適
の
築
増
、
り
な
に
か
ら
明

、
た
ま
。
い
な
れ
ら
け
受
が
用

の
県
く
づ
基
に
法
準
基
築
建

、
も
え
替
て
建
の
て
得
を
可
許

規
の
様
同
と
定
決
画
計
市
都

問　

め
た
る
す
定
算
を
数
炉

４
、
た
ま
。
は
拠
根
的
法
の

。
か
の
な
要
必
も
炉

長
課
境
環
し
ら
く

基
的
法

　

市
の
く
多
、
め
た
い
な
が
準

日
る
い
て
れ
さ
用
利
で
村
町

し
行
発
が
会
協
苑
斎
境
環
本

、
て
い
用
を
式
定
算
の
数
炉

場
の
独
単
。
る
い
て
し
出
算

そ
市
野
裾
、
町
泉
長
、
は
合

４
て
め
含
を
炉
備
予
れ
ぞ
れ

し
備
整
に
々
別
、
で
要
必
基

必
が
基
８
で
計
合
は
合
場
た

を
備
整
で
同
共
。
る
な
と
要

、

降
以
年

合
の
基
１
炉
備
予
と
基
５
は

裾
。
る
な
と
要
必
が
基
６
計

、
は
で
せ
わ
合
ち
打
の
と
市
野

、
に
ず
せ
置
設
を
基
６
に
度
一

。
る
い
て
し
討
検
か
い
な
き

メ
る
す
備
整
で
域
広
に
さ
ま

れ
ら
め
求
が
件
条
境
環
や
模

替
て
建
地
現
、
め
た
る
い
て

。
た
し
断
判
と
い
な
き
で
は
え問　

の
地
適
場
葬
火
の
内
町長

町
副

、
が
た
し
を
査
調

　

問　

が
解
理
な
分
十
に
民
町

の
会
明
説
な
う
よ
る
れ
ら
得

。
を
催
開町

長

を
備
整
る
よ
に
域
広

　

市
野
裾
ら
か
々
方
る
す
進
推

要
る
す
関
に
備
整
同
共
の
と

、
り
お
て
れ
さ
出
提
が
書
望

な
確
正
、
ら
か
と
こ
い
な
い

と
い
し
ほ
て
え
伝
を
報
情

調
性
能
可
る
い
て
め
進
と
市

会
議
、
え
ま
踏
を
果
結
の
査へ

会
明
説
、
え
加
に
明
説
の

様
皆
の
民
住
、
ど
な
催
開
の

場
る
え
伝
を
報
情
な
確
正
に

。
る
い
て
え
考
と
い
た
ち
持
を問　

の
地
適
の
内
町
に
た
新

。
か
の
い
な
し
討
検
を
設
建

長
町

に
的
体
主
で
ま
く
あ

　

、
果
結
た
し
を
断
判
な
的
合
総

と
た
し
し
示
お
で
針
方
政
施

整
で
同
共
と
市
野
裾
、
り
お

。
い
た
め
進
を
備

問
質
の
他
の
そ

は
開
展
の
備
整
道
水
下
・

は
容
内
の
案
備
整
同
共

丁
の
容
内
備
整
場
葬
火

を
明
説
な
寧

11 議会ながいずみ　2016.5.1号
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A
Q

一般質問　町政を問う

現地建て替えの可能性は

小永井　康一 議員

る
め
進
を
備
整
同
共
と
市
野
裾、
果
結
た
し
を
断
判
な
的
合
総

は
識
認
論
世
の
備
整
場
葬
火

て
し
指
を
代
時
の
つ
い
。
い

ど
。
い
な
ら
か
分
か
の
る
い

が
員
議
ら
か
景
背
な
う
よ
の

ら
て
立
を
説
仮
な
う
よ
の
こ

こ
、
が
い
な
ら
か
分
か
た
れ

の
へ
説
仮
の
提
前
な
う
よ
の

と
こ
る
す
え
答
お
は
に
問
質

。
い
な
は問

連
と
場
祭
葬
る
す
接
隣
　

互
相
の
務
業
や
地
土
、
し
携

。
は
性
能
可
る
す
用
活

長
町
副

進
推
域
広
の
在
現

　

の
そ
、
で
中
の
針
方
の
画
計

。
い
な
い
て
じ
感
を
性
要
必

な
き
で
は
で
地
在
現
、
た
ま

。
る
え
考
と
い問

、
て
し
関
に
転
移
場
葬
火
　

。
か
た
れ
ら
得
は
解
理
の
民
住

長
町
副

り
と
ひ
人
１
民
町

　

て
べ
す
、
で
々
各
は
え
考
の

問

合
場
た
え
考
で
論
般
一
　

便
利
、
り
が
上
が
ト
ス
コ
に

施
域
広
を
設
施
る
が
下
が
性

。
か
の
る
す
識
認
て
し
と
設

　
長
課
境
環
し
ら
く

場
葬
火

論
般
一
、
は
に
る
す
画
計
を

や
ト
ス
コ
。
い
な
し
断
判
で

、
制
規
法
、
に
外
以
性
便
利

、
模
規
、
響
影
の
へ
境
環
辺
周

的
合
総
、
ど
な
実
充
の
能
機

。
る
あ
で
要
必
が
断
判問

、
と
る
よ
に
ろ
こ
と
く
聞
　

新
更
場
葬
火

は

前
上
以
年

判
、
が
だ
項
事
案
懸
の
ら
か

に
長
町
は
任
責
た
れ
遅
が
断

る
あ
に
長
町
副
、
か
の
る
あ

。
か
の

長
町
副

町
の
去
過
は
問
質

　

、
在
現
、
し
因
起
に
断
判
の
長

て
き
お
が
題
問
な
大
重
変
大

、
が
だ
提
前
な
う
よ
の
か
る

な
い
て
え
考
は
に
う
よ
の
そ

と
る
い
て
し
意
同
が
民
町
の

て
し
え
伝
お
時
随
、
は
報
情

。
く
い問

の
解
見
に
意
民
と
長
町
　

。
は
合
場
る
あ
が
違
相

長
町

が
備
整
、
は
場
葬
火

　

す
、
で
設
施
い
し
難
に
常
非

る
得
を
解
理
の
民
町
の
て
べ

い
て
え
考
と
い
し
難
は
と
こ

お
に
設
施
な
う
よ
の
ど
。
る

、
対
反
、
成
賛
、
も
て
い

分で
常
が
の
う
い
と
い
な
ら
か

を
針
方
の
町
も
後
今
。
る
あ

う
よ
る
け
だ
た
い
て
し
解
理

。
く
い
て
し
明
説問

員
委
討
検
画
計
場
葬
火
　

の
民
町
、
る
あ
に
申
答
の
会

な
実
誠
の
め
た
る
得
を
解
理

。
は
績
実
の
応
対

長
町
副

民
町
の
く
多
ず
ま

　

を
過
経
や
針
方
み
組
り
取
に

的
目
を
と
こ
る
す
せ
ら
知
お

き
で
明
説
で
点
時
の
そ
、
に

広
を
報
情
る

報

号
日
１
月

せ
ら
知
お
で
ん
組
を
集
特
で

報
情
な
た
新
、
後
今
。
た
し

。
く
い
て
し
明問

提
の
会
員
委
別
特
会
議
　

委
討
検
画
計
場
葬
火
、
と
言

ど
に
的
法
、
は
申
答
の
会
員

。
か
の
い
重
が
ら
ち

長
町

さ
置
設
で
上
の
決
議

　

提
の
ら
か
会
員
委
別
特
た
れ

決
、
定
決
、
か
と
る
れ
さ
保

別
特
。
い
な
は
で
の
も
す
着

内
言
提
た
い
頂
ら
か
会
員
委

要
必
に
ら
さ
が
政
行
、
や
容

検
ら
か
点
観
な
ま
ざ
ま
さ
な

と
こ
た
し
断
決
で
上
た
し
討

き
続
手
、
や
算
予
業
事
、
を

程
上
て
し
と
案
議
な
要
必
上

を
断
判
の
会
議
て
め
改
、
し

主
主
民
制
会
議
、
が
の
ぐ
仰

度
制
治
自
方
地
く
づ
基
に
義

。
る
あ
で

告
報
査
調
備
整
場
葬
火書

能
可
の
え
替
て
建
地
現性

理
の
民
住
と
握
把
論
世解
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一般質問　町政を問う

市街化区域編入が期待されるエリアの一部

溝口　伊佐雄 議員

Q

は
し
直
見
用
利
地
土
の
区
地
部
北A

る
い
て
し
指
目
を
定
決
画
計
市
都
の
末
度
年

A

く
い
て
し
力
努
て
け
向
に
施
実
業
事
し
理
整
を
題
課

Q

は
画
計
路
道
設
新
区
地
部
北

間
時
勤
通
の
夕
朝
、
で
辺
周

し
生
発
が
雑
混
に
心
中
を
帯

。
る
い
て問

設
新
た
え
据
見
を
来
将
　

。
は
画
計
の
路
道

長
部
境
環
市
都

　

、
度
年

る
す
続
接
に
号
６
４
２
道
国

を
査
調
性
能
可
の
路
道
設
新

な
察
警
、
国
、
は
に
度
年

問

。
は
識
認
の
況
状
滞
渋
　

長
課
画
計
設
建

地
平
河
駿

　

の
所
カ
３
や
関
機
融
金
の
区

ん
が
岡
静
立
県
、
地
団
業
工

、
号
６
４
２
道
国
、
え
増
が
両

窪
長
下
の
線
尻
尾
山
城
道
町

点
差
交
山
城
や
辺
周
点
差
交

行
を
議
協
の
と
関
機
係
関
ど

、
め
進
を
業
作
証
検
の
め
た
う

を
力
努
て
け
向
に
施
実
業
事

。
く
い
て
し問

流
下
で
通
開
線
柊
田
池
　

可
が
続
接
の
へ
管
道
水
下
域

手
着
の
期
早
、
が
る
な
と
能

。
か
い
な
き
で
は

長
課
道
水
下
上

下
、
在
現

　

駅
島
三
の
内
域
区
画
計
道
水

進
を
備
整
の
ど
な
辺
周
口
北

し
と
域
区
画
計
、
り
お
て
め

域
地
岸
右
川
瀬
黄
い
な
い
て

早
、
は
備
整
道
水
下
共
公
の

な
に
況
状
る
き
で
手
着
に
期

。
い

実
を
り
く
づ
域
地
る
ま
集
が

を
成
形
点
拠
な
た
新
る
す
現

県
、
後
今
。
る
い
て
し
指
目

セ
発
開
究
研
業
産
康
健
療
医

、
に
区
地
む
含
を
道
沿
線
平

の
ど
な
業
企
連
関
康
健
療
医

か
は
が
用
利
地
土
な
的
画
計

の
へ
域
区
化
街
市
う
よ
る
れ

問

。
は
用
利
地
土
的
来
将
の
辺
周

長
部
境
環
市
都

総
次
４
第

　

で
画
計
本
基
期
後
画
計
合

地
な
的
核
中
た
し
と
核
を
等

、
り
お
て
げ
掲
を
」
出
創
の
域

積
集
業
産
の
野
分
康
健
療
医

係
関
ど
な
県
て
け
向
に
入
編

。
る
い
て
め
進
を
議
協
と
関
機問

。
は
期
時
と
区
地
き
引
線
　長

部

ン
セ
ん
が
岡
静
立
県

　

域
区
化
街
市
の
在
現
と
設
施

平
河
駿
窪
長
下
道
町
ぶ
結
を

の
道
沿
線

　

ha

を
度
程

し
討
検
て
し
と
域
区
化
街
市

議
協
の
と
県
、
国
。
る
い
て

が
る
あ
が

市
都
の
末
度
年

。
る
い
て
し
指
目
を
定
決
画
計

問
質
の
他
の
そ

況
状
捗
進
の
線
柊
田
池
・

教
弟
子
の
帯
世
者
得
所
低
・

策
援
支
育

　

道
設
新
の
へ
区
地
部
北路

下
共
公
の
岸
右
川
瀬
黄

を
手
着
期
早
の
道
水

画
計
用
利
地
土

期
時
・
区
地
の
化
街
市
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一般質問　町政を問う

静岡県内のご当地キャラが勢揃い！
(しずおか市町対抗駅伝）

杉森　賢二 議員

※PPS…電気を安価に供給する電力業界への新規参入事業者。

Q
A

る
す
討
検
を
み
組
り
取
な
た
新

A

る
め
努
に
保
確
の
量
育
保
る
す
足
不

Q

を
実
充
の
育
教
て
育
子

こ
定
認
の
園
稚
幼
立
町
、
と

め
進
を
備
整
の
へ
化
園
も
ど

か
児
歳
０
、
た
ま
。
る
い
て

れ
入
け
受
を
で
ま
児
歳
２
ら

カ
２
所
業
事
育
保
模
規
小
る

の
児
園
、
し
可
認
で
町
を
所

は
を
大
拡
の
枠
れ
入
け
受

、
は
会

学
小
泉
長
に
度
年

カ
１
を
会
童
児
後
課
放
の
校

。
る
あ
で
定
予
る
す
設
増
所

問

ら
か
か
が
担
負
に
民
町

　

必
が
備
整
境
環
の
め
た
い
な

・
も
ど
子
、
が
る
え
考
と
要

と
状
現
の
業
事
援
支
て
育
子

。
は
展
進

長
部
育
教

育
保
る
す
足
不

　

間
民
、
め
た
る
す
保
確
を
量

所
カ
１
所
育
保
可
認
る
よ
に

問

ら
か
か
が
担
負
に
民
町

　

。
は
備
整
境
環
の
め
た
い
な

長
部

し
生
発
が
童
児
機
待

　

早
も
で
し
少
を
況
状
る
い
て

に
間
民
、
め
た
る
す
消
解
く

幼
立
町
、
所
育
保
可
認
る
よ

、
化
園
も
ど
こ
定
認
の
園
稚

備
整
の
所
業
事
育
保
模
規
小

問

。
は
策
対
の
待
虐
童
児

　

長
課
成
育
も
ど
こ

３
係
関

　

、
し
催
開
を
会
例
定
月
毎
で
課

庭
家
や
童
児
な
要
必
が
援
支

育
保
、
し
化
有
共
を
報
情
の

と
校
学
中
小
、
園
稚
幼
、
園

て
め
努
に
見
発
期
早
し
携
連

、
し
携
連
と
関
機
係
関
。
る
い

と
こ
る
守
を
命
生
の
も
ど
子

の
待
虐
童
児
、
に
先
優
最
を

。
く
い
て
め
努
に
止
防

問

エ
能
可
生
再
の
設
施
町

　

長
部
務
総

に
備
設
の
設
施

　

ル
ネ
エ
能
可
生
再
た
じ
応

を
理
管
設
施
い
し
優
に
境
環

Ｓ
Ｐ
Ｐ
の
在
現
。
い
た
め
進

今
、
い
行
を
討
検
較
比
も
と

き
い
て
し
討
検
を
応
対
の
後

。
い
た

問

発
と
掘
発
の
品
地
当
ご

　

。
を
ド
ン
ラ
ブ
泉
長
で
信

長
課
興
振
業
産

と
会
工
商

　

、
に
機
契
を
」
芋
し
干
「
の

、
う
よ
る
き
で
進
前
に
ら
さ

。
い
た
き
い
で
ん
組
り
取
意
鋭

問

く
づ
ち
ま
の
代
世
い
若

　

え
考
の
町
る
す
対
に
加
参
り

。
は
度
制
援
支
の
へ
体
団
と

長
部

し
躍
活
が
代
世
い
若

　

に
ら
さ
を
備
整
境
環
い
す
や

協
。
る
あ
が
要
必
る
す
進
推

推
を
り
く
づ
ち
ま
る
よ
に
働

援
支
て
し
対
に
業
事
る
す
進

め
た
る
か
は
を

、

に
度
年

。
る
す
設
創
を
度
制
助
補

問

当
ご
の
ど
な
体
団
内
町

　

。
は
認
公
、
援
支
の

長
部

に
、
や
り
く
づ
ち
ま

　

、
で
点
視
の
出
創
の
い
わ
ぎ

致
合
に
ど
な
略
戦
報
広
の
町

該
当
、
ば
れ
あ
で
の
も
る
す

境
環
い
す
や
し
躍
活
が
体
団

ど
な
援
支
な
的
術
技
、
備
整

。
い
た
し
を
討
検
の

は
状
現
の
育
教
て
育
子

を
略
戦
報
広
な
た
新
の
町

※



15 議会ながいずみ　2016.5.1号

一般質問　町政を問う

デジタル化される同報無線

大沼　正明 議員

A

る
す
究
研
を
否
適
の
信
配
り
よ
に
題
課
や
容
内

Q

レ
テ
報
情
害
災
る
き
で
認
確

た
い
て
し
用
利
で
の
る
い
て

。
い
た
き
だ問

ル
タ
ジ
デ
を
線
無
報
同

　

長
課
災
防
域
地

高
や
話
通
声
音
の
向
方
双
と

ど
な
ン
コ
ソ
パ
、
や
と
こ
る

ス
シ
報
情
の
他
や
続
接
の
と

な
と
易
容
が
動
連
の
と
ム
テ

ス
シ
報
情
災
防
の
後
今
、
り

る
な
と
能
可
が
築
構
の
ム
テ

。
る
あ
で
と
こ問

の
後
た
し
化
ル
タ
ジ
デ

　

。
は
オ
ジ
ラ
災
防
の
在
現

長
課
　

ル
タ
ジ
デ
に
度
年

が
だ
定
予
了
終
は
化

、

年と
オ
ジ
ラ
災
防
は
で
ま
月

そ
。
る
あ
で
能
可
用
使
て
し

は
後
の

A
M
・
F
M

オ
ジ
ラ。

る
な
と
能
機
の
み
の

問

。
は
容
内
報
通

　

長
課
災
防
域
地

報
通
急
緊

　

難
避
、
報
情
震
地
、
て
し
と

大
う
行
を
示
指
難
避
や
告
勧

害
公
、
報
情
災
火
、
報
情
雨

保
民
国
、
報
情
品
食
、
報
情

者
明
不
方
行
え
加
に
報
情
護

報
情
急
緊
者
審
不
、
索
捜
の

、
て
し
と
報
通
般
一
た
ま
、
を

や
内
案
の
ど
な
催
開
の
事
催

る
す
関
に
発
啓
票
投
の
挙
選

。
る
い
て
し
報
通
を
ど
な
報
情問

放
の
報
情
災
火
、
在
現

　

な
が
鳴
吹
の
ン
レ
イ
サ
や
送

火
の
へ
会
災
防
主
自
、
が
い

。
は
法
方
達
伝
の
報
情
災

長
防
消

し
議
協
と
団
防
消

　

団
分
轄
管
の
区
地
生
発
災
火

る
せ
さ
鳴
吹
を
ン
レ
イ
サ
が

。
た
し
と
制
体

設
開
度
年

セ
令
指
防
消
町
１
市
２
た
し

で
制
体
間
時

問

１
の
め
た
の
者
い
が
障

　

長
部
祉
福
民
住

　

、
時
当
年

務
業
信
通
防
消
で
町
２
市
３

の
名
６
、
で
中
る
す
用
共
を

年
昨
。
た
し
録
登
が
方

月島
三
た
し
始
開
を
用
共
ら
か

で
町
泉
長
び
及
市
野
裾
、
市

今
。
る
れ
が
継
き
引
は
ス
ビ

説
え
捉
を
会
機
て
め
改
、
後

、
に
共
と
る
け
設
を
場
る
す
明

る
す
載
掲
を
要
概
度
制
も
に

の
度
制
き
続
き
引
、
で
と
こ

。
る
め
努
に
知
周問

配
の
報
情
頼
依
索
捜
者
明
不

。
を
信

長
課
災
防
域
地

急
緊
在
現

　

情
犯
防
る
あ
が
性
罪
犯
、
は

を
信
配
の
報
情
災
防
、
や
報

報
情
る
わ
関
に
索
捜
の
者
明

線
無
報
同
、
は
い
扱
り
取
の

報
情
に
斉
一
内
町
て
じ
通
を

、
日
休
、
り
お
て
し
供
提
を

制
体
理
処
信
配
の
ど
な
間
夜

よ
に
報
情
信
配
い
な
わ
合
に

題
課
の
ど
な
除
解
の
録
登
り

応
対
も
町
市
隣
近
、
り
あ
が

、
後
今
。
る
い
て
れ
か
分
が

情
の
頼
依
索
捜
者
明
不
方
行

研
て
い
つ
に
否
適
の
供
提
報

。
る
す
究

問
質
の
他
の
そ

標
に
路
送
輸
急
緊
の
内
町
・

を
置
設
の
識

　

は
果
結
の
ブ
イ
ラ
ド

　

は
用



16議会ながいずみ　2016.5.1号議会ながいずみ　2016.5.1号

一般質問　町政を問う

こども交流センター（仮称）を備えた複合施設

宮口　嘉隆 議員

Q

は
り
く
づ
ち
ま
た
し
か
活
を
生
創
方
地A A

た
し
断
判
に
的
合
総
と
る
あ
が
性
位
優
に
と
こ
う
行
で
域
広

Q

は
針
方
の
備
整
場
葬
火

解
理
ご
を
針
方
の
町
も
後
今

し
明
説
に
う
よ
る
け
だ
た
い

。
く
い
て問

訳
だ
い
急
を
針
方
備
整
　。

は
長
町

火
い
し
著
が
化
朽
老

　

以
れ
こ
に
法
手
備
整
の
場
葬

得
は
と
こ
す
や
費
を
間
時
上

去
消
、
え
考
と
い
な
は
で
策

う
行
で
域
広
、
く
な
は
で
法

問

、
声
の
と
同
共
・
地
現
　

け
受
い
ら
く
れ
ど
れ
ぞ
れ
そ

。
か
る
い
て
め
止

長
町
副

見
意
な
ろ
い
ろ
い

　

場
葬
火
。
る
い
て
し
握
把
は

施
い
し
難
に
常
非
が
備
整
は

理
の
民
町
の
て
べ
す
、
で
設

。
い
し
難
は
と
こ
る
得
を
解

総
と
る
あ
が
性
位
優
に
と
こ

示
を
針
方
、
し
断
判
に
的
合

。
た
し問

使
年
何
と
あ
は
設
施
現
　

れ
さ
許
は
理
修
、
か
の
る
え

。
か
の
る

長
町
副

用
耐
は
場
葬
火
現

　

定
想
を
命
寿
、
ぎ
過
も
数
年

長
。
い
な
き
で
は
と
こ
る
す

設
施
の
次
、
く
な
は
で
的
期

必
に
的
識
常
で
ま
る
き
で
が

。
う
行
は
繕
修
な
要

問

づ
ち
ま
な
ト
ク
パ
ン
コ
　

。
は
画
計
す
指
目
を
り
く

長
部
務
総

計
合
総
次
４
第

　

策
施
の
画
計
本
基
期
後
画

応
対
に
化
変
の
造
構
市
都
「

促
を
置
配
の
能
機
市
都
た
し

、
け
づ
置
位
に
中
の
」
る
す
進

化
正
適
地
立
に
内
間
期
画
計

、
し
定
策
を
画
計
連
関
等
画
計

。
く
い
て
し
進
推

問

に
う
よ
の
ど
を
金
付
交
　

。
か
の
る
い
て
え
捉

長
課
政
財
画
企

ま
の
町
当

　

総
生
創
と
ご
し
・
と
ひ
・
ち

る
が
な
つ
に
成
達
の
略
戦
合

に
的
極
積
を
用
活
の
金
付
交

問

に
て
育
子
が
町
市
隣
近
　

次
。
る
す
用
採
を
式
方
泉
長

。
か
の
る
す
に
柱
を
何
は

長
部

保
園
稚
幼
子
２
第
「

　

も
ど
こ
「
」
化
償
無
の
料
育

育
子
な
た
新
の
ど
な
」
備
整

も
と
と
る
す
開
展
を
策
施
て

実
充
の
」
援
支
育
教
「
、
に

。
る
か
は
を

問

増
の
具
遊
に
場
広
園
公
　

。
を
設

長
課
理
管
事
工

広
園
公
各

　

要
必
、
し
慮
考
を
況
状
の
場

。
く
い
て
し
応
対
て
じ
応
に問

鮎
う
伴
に
転
移
場
検
車
　

。
は
況
状
画
計
の
園
公
壺

長
課
画
計
設
建

決
が
転
移

　

。
る
あ
で
定
予
う
行
を

は
解
理
の
民
町

付
交
る
よ
に
生
創
方
地金



17 議会ながいずみ　2016.5.1号

一般質問　町政を問う

環境整備が期待される桃沢川

下山　哲夫 議員

Q

を
用
活
備
整
岸
護
の
川
沢
桃
川
河
級
一A

い
た
し
望
要
に
県
ば
れ
あ
で
能
可

A

く
い
て
し
請
要
を
理
管
な
正
適
に
者
係
関

Q

は
応
対
林
山
た
し
廃
荒

る
め
込
見
が
施
実
、
し
査
精

を
整
調
の
関
機
係
関
、
合
場問

併
を
ン
ラ
ト
ス
レ
家
農
　

。
を
置
設
の
所
売
販
た
し
設

長
課
画
計
設
建

調
化
街
市

　

計
市
都
は
築
建
の
で
域
区
整

も
た
し
合
適
に
準
基
の
法
画

問

。
は
応
対
の
へ
電
発
力
水

長
部
境
環
市
都

能
可
生
再

　

方
の
自
独
町
、
中
る
ま
集
が

い
で
ん
組
り
取
に
及
普
で
式

提
ら
か
者
業
事
の
間
民
。
る

な
き
で
築
建
ば
れ
け
な
で
の

。
る
あ
で
状
現
い
し
厳問

有
所
を
林
山
た
し
廃
荒
　

対
の
町
の
へ
主
地
在
不
る
す

。
は
応

長
課
興
振
業
産

の
れ
入
手

　

廃
荒
の
林
山
い
な
か
届
き
行

環
い
す
や
み
住
の
獣
鳥
、
が

農
る
よ
に
獣
鳥
、
り
作
を
境

て
し
大
拡
を
害
被
の
へ
物
作

法
。
る
い
て
れ
わ
言
と
る
い

接
直
ら
か
町
、
き
づ
基
に
令

適
、
え
伝
を
状
現
に
者
係
関

と
こ
る
す
請
要
を
理
管
な
正

。
る
あ
で
能
可
は

整
境
環
岸
海
川
河
う
行
が
県

の
費
業
事
が
町
、
で
業
事
備

が
県
、
し
担
負
を
１
の
分
２

。
る
あ
で
の
も
う
行
を
備
整

、
で
理
管
の
県
、
は
川
沢
桃

直
が
町

は
と
こ
る
す
備
整
接

先
地
窪
長
上
、
が
い
な
き
で

先
地
窪
長
下
ら
か
橋
手
横
の

、
は
間
区
の
岸
左
の
橋
岸
山
の

る
れ
通
が
人
に
地
後
背
川
河

す
備
整
、
り
あ
が
地
官
の
幅

問

境
環
を
岸
護
の
川
沢
桃
　

。
か
い
な
き
で
は
と
こ

長
課
画
計
設
建

で
ま
れ
こ

　

地
後
背
川
河
の
い
沿
川
瀬
黄

を
備
整
道
歩
遊
た
し
用
利
を

今
。
る
れ
ら
え
考
は
と
こ
る

地
剰
余
の
地
後
背
川
河
、
後

も
ら
か
元
地
、
き
で
用
利
が

査
調
も
町
、
ば
れ
あ
が
望
要

県
ば
れ
あ
で
能
可
、
い
行
を

き
い
て
し
を
望
要
の
備
整
に

。
い
た

を
入
導
の
電
発
力
水
小

を
少
減
の
獣
鳥
害
有

を



18議会ながいずみ　2016.5.1号

一般質問　町政を問う

3市 3町の移住・定住ガイドブック

四方　義男 議員

A
Q

・
住
移
の
ら
か
圏
都
首

U
て
し
指
目
を
加
増
の
者
住
定

問

す
施
実
つ
い
に
的
体
具

　

。
か
の
る

長
部
務
総

管
員
定
の
在
現

　
画
計
理

は

年
4

と
で
ま
月

、

、
度
年

直
見
を
画
計

。
る
あ
で
定
予
す

問

ン
セ
談
相
住
移
の
内
都

　

び
呼
の
者
身
出
町
、
い
使
も

一
下
県
で
Ｒ
Ｐ
住
移
や
し
戻

が
い
た
し
と
地
望
希
住
移
の

。

長
部

出
町
る
い
に
圏
都
首

　

要
重
は
け
か
び
呼
の
へ
者
身

Ｐ
へ
設
施
各
係
関
。
る
あ
で

地
東
駿
、
り
お
て
え
考

区
3

市
3

し
成
作
て
し
携
連
が
町

。
る
あ
で
定
予
く
だ
た
い
て

問

ご
し
・
と
ひ
・
ち
ま
「

　

場
役
は
」
略
戦
合
総
生
創
と

も
ろ
こ
と
る
よ
に
力
の
員
職

い
担
を
来
将
の
町
。
い
き
大

規
正
、
め
た
く
い
で
い
な
つ

が
り
作
制
体
・
保
確
の
員
職

。
は
画
計
の
町
。
だ
要
必

長
町
　

定
た
し
定
策
に
年

員
職
く
づ
基
に
画
計
理
管
員

て
じ
通
を
修
研
員
職
や
用
採

で
ん
組
り
取
に
り
く
づ
材
人

く
巻
り
取
を
政
町
、
が
る
い

、
り
お
て
し
化
変
は
境
環

要
必
に
と
ご
種
職
は
に
度
年

、
し
討
検
再
を
制
体
員
職
な

材
人
て
れ
入
に
野
視
を
員
増

、
た
ま
。
く
い
て
め
努
に
保
確

と
後
今
、
い
行
も
革
改
構
機

的
に
題
課
る
え
抱
の
町
も

確組
る
き
で
応
対
に
軟
柔
つ
か

。
く
い
で
ん
組
り
取
に
り
作
織

と
み
組
り
取
の
自
独
町
た
ま

大
、
が
生
校
高
の
内
町
て
し

雇
規
正
、
後
業
卒
を
ど
な
学

内
町
て
し
と
者
用

に
5

間
年

を
金
援
支
、
合
場
た
し
住
居

実
に
た
新
を
度
制
る
す
付
交

。
る
あ
で
定
予
施問

性
便
利
の
者
望
希
住
移

　

化
本
一
の
口
窓
場
役
に
上
向

。
を

長
部

合
い
問
の
住
定
住
移

　

し
難
は
供
提
報
情
な
確
的
の

と
課
政
財
画
企
は
口
窓
。
い

を
報
情
と
署
部
各
係
関
、
し

か
は
を
携
連
の
層
一
し
有
共

た
り
か
は
を
実
充
の
制
体
り

。
い

問

介
紹
の
町
に
民
住
規
新

　

。
を
知
周
の

長
課
習
学
涯
生

民
住
規
新

　

の
町
、
く
な
で
け
だ
災
防
に

と
こ
る
す
介
紹
を
ち
立
り
成

便
の
し
ら
暮
「
、
で
要
重
は

紹
た
し
用
活
を
ど
な
」
帳
利

。
る
す
究
研
後
今
、
を
法
方
介

職
な
全
万
は
展
発
の
町

で
制
体
員

者
身
出
町
ら
か
圏
都
首

を
し
戻
び
呼
の

介
紹
の
町
や
育
教
災
防

を
夫
工
の



あ
が
気
人
も
ら
か
外
内
県

　

な
う
よ
る
が
上
が
度
名
知
と

だ
た
い
て
し
出
ち
打
を
策
政

。
す
ま
し
い
願
お
、
う
よ
る
け

（

）
性
女

　代

。
す
で
い
た
み
て
し
用
利

（

）
性
女

　代

る
れ
さ
定
制
が
例
条
観
景

　

い
思
く
し
嬉
、
で
と
こ
の
と

士
富
は
ら
か
町
泉
長
。
す
ま

る
え
見
く
き
大
に
近
間
が
山

が
柱
電
は
で
地
街
市
、
に
の

く
し
美
り
ま
あ
、
て
し
魔
邪

定
制
の
例
条
。
ん
せ
ま
え
見

美
て
め
埋
も
柱
電
、
に
機
を

で
い
し
ほ
て
し
に
観
景
い
し

。
す

（

）
性
女

　代

、
て
い
て
え
増
が
所
る
い
て

、
で
と
こ
た
き
で
が
例
条
観
景

が
所
の
色
景
い
し
ら
晴
素

。
す
ま
い
て
し
待

（

）
性
男

　代

」
は
段
手
動
移
の
者
齢
高
「
　

設
施
要
主
、
み
読
を
事
記
の

備
整
の
段
手
通
交
ぐ
な
つ
を

し
ほ
て
せ
さ
実
充
ひ
ぜ
、
は

。
た
し
ま
い
思
と
い

（

）
性
女

　代

て
く
近
、
て
く
す
や
し
用
利

る
べ
遊
く
し
楽
が
も
ど
子
と

（

）
性
女

　代

の
通
交
共
公
、
と
て
育
子

　

。
す
ま
り
あ
が
味
興
に
事
記

の
事
る
い
て
じ
感
も
ん
さ
皆

多
が
も
ど
子
、
が
す
で
う
よ

、
事
い
な
少
が
園
公
に
の
い

も
ど
子
、
で
事
い
な
が
ス
バ

事
う
ら
も
て
し
迎
送
で
車
が

立
自
、
り
な
に
前
り
た
当
が

て
と
が
事
い
な
れ
わ
養
が
心

。
す
ま
り
な
に
気
も

（

）
性
女

　代

が
事
の
率
診
受
診
検
ん
が

　

診
受
。
た
し
ま
い
て
れ
か
書

ら
暮
に
康
健
が
皆
で
上
向
率

願
を
と
こ
る
な
に
ち
ま
る
せ

。
す
ま
い

（

）
性
男

　代

期待しています
私の要望・意見

１月15日号の「わが町たんけんクイズ」に応募していただいた中から、ご意見を抜粋して紹介します。
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会議録もご覧下さい！

定例会の様子がインターネットで視聴できます。
定例会の開催時間帯には、生中継で配信しています。
終了後は、開催日の約５日後から録画されたものを視聴できます。

6月定例会は
６月６日㈪に
開会予定です。

▲議会インターネット中継画面

インターネットで定例会をご覧ください

議会ながいずみでは、紙面の都合により内容を要約
してあります。質疑・答弁の詳細は会議録に詳しく
掲載されていますので、ぜひご覧ください。会議録
は町民図書館・役場行政課・議会事務局にありま

す。また、町の
ホームページで
もご覧いただけ
ます。

▲会議録検索
　システムトップ
　画面



　　

町
内
に
あ
る
ジ
オ
ポ
イ
ン

ト
を
出
題
し
ま
す
。○
の
中

に
入
る
言
葉
を
お
答
え
く
だ

さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

 

応
募
方
法

●
は
が
き
に
ク
イ
ズ
の
答
え
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
議
会
な
が
い
ず

み
の
感
想
を
書
い
て
お
送

り
く
だ
さ
い
（
お
寄
せ
い

た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面

　

で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※

〆
切
は
５
月
31
日
（
火
）

消
印
有
効
で
す
。
当
選
者

の
発
表
は
賞
品
の
発
送
を

も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

●
宛
先　

　

〒
４
１
１ - 

８
６
６
８

　

長
泉
町
中
土
狩
828
番
地

　

長
泉
町
議
会

　

広
報
広
聴
委
員
会

 　

前
回
の
正
解
は

　
　
　
「
い
」
で
し
た
。

　
　
　
　
（
応
募
総
数
54
通
）
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gikai@nagaizumi.orgメール
アドレス http://japan.nagaizumi.org/gikai/ホームページ

アドレス

Vol.116
？

「
愛
鷹
山
○
神
社
」

編 

集 

後 

記

ヒ
ン
ト
：
桃
沢
川
上
流
の
神
社

わが町
たんけんクイズ

　

３
月
定
例
会
の
内
容
を
お

届
け
し
ま
す
。
今
定
例
会
は
、

新
年
度
予
算
と
し
て
過
去
最

大
の
予
算
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
、
昭
和
36
年
に

都
市
計
画
決
定
し
た
、
池
田

柊
線
の
第
一
・
二
期
区
間
８

０
０
ｍ
が
開
通
し
、
そ
の
区

間
の
旧
温
水
プ
ー
ル
跡
地
に

本
年
度
は
、
こ
ど
も
交
流
セ

ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
整
備
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

重
点
施
策
は
、
健
康
づ
く

り
・
環
境
対
策
・
子
育
て
支

援
・
高
齢
者
支
援
の
４
つ
で

し
た
が
、
本
年
か
ら
教
育
支

援
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
教
育

施
策
の
充
実
が
は
か
ら
れ
ま

す
。

　

議
会
と
し
て
は
、
し
っ
か

り
と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ま
い
り

ま
す
。

●
発
行
責
任
者

　
　

議　

長　

柏
木　

豊

●
広
報
広
聴
委
員
会

　
　

委
員
長　

栗
原　

睦
明

　
　
副
委
員
長　

杉
森　

賢
二

　
　

委　

員　

山
田　

勝

　
　
　
〝　
　

 

植
松　

英
樹

　
　
　
〝　
　

 

藤
村　

郁
人

　
　
　
〝　
　

 

下
山　

哲
夫

　
　
　
〝　
　

 

大
沼　

正
明

　
　
　
〝　
　

 

小
永
井
康
一

①沼津市
②こども医療費がかからなく、安心して子育て
　ができると思った。
③環境整備がしっかりしていて、住んでいる人
　や、学校の子どもたちが落ち着いているイ
　メージがある。
④ウェルピアながいずみニコニコ広場
⑤大きな遊具があり、子どもが自転車で遊べる
　駐車場完備の広い公園が欲しい。
　（30代　男性）

①沼津市
②結婚のため
③地域のコミュニティがあり溶け込みやすかっ
　た。飲食店が少ない印象がある。
④ウェルピアながいずみ
　駿河平の景観スポット
⑤買い物が便利な大型ショッピングモールを誘
　致してほしい。
　（30代　女性）

ご意見ありがとうございました。

①どちらから転入されましたか。②長泉町を選んだ理由は。
③今までの街と比べて印象は。④町内のお気に入りの場所は。⑤町に望むことは。

議員が

　　聴く
！

～転入者の声～

まちかどインタビュー
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